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A New Galactic Plane Survey with the 60cm telescope.(2): 銀河系円盤部に
おける分子ガスの典型的な物理状態
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我々は現在、新装した 60cm鏡 (VST-1)の 2SB受信機を用いて、北天銀河面を対象とした、12CO(2-1)・13CO(2-1)
同時大規模サーベイ観測を実行している。これを Dame et al.(2001)のCO(1-0)データと比較することにより、銀
河系円盤部にある大部分の分子ガスについて、温度・密度の三次元空間構造を明らかにしていく計画である。
これまでには、2007年に b=0◦の銀河面に沿って観測されたデータを用い、
　１）12CO(2-1)と 12CO(1-0)の輝線強度には直線相関が見られること
　２）13CO(2-1)/12CO(2-1)輝線強度比は互いの輝線が強くなるにつれて、連続的に値が高くなること
などの系内分子ガスに一般的に成り立つ関係を発表した（依田他、2007年秋季年会・2008年春季年会）。
これは 20pcスケールで平均化すると、分子ガスが共通した性質をもつことを示唆している。
我々はその性質が物理的に何を意味するかを調べるために、12COと 13COの関係について簡単なモデルを作り、

放射輸送方程式にも基づく検討を行った結果、観測データの性質をよく再現することに成功した。本講演では、そ
の概略を紹介する。


